
飛行ロボットで湿原の植生観測 

 
 
東京大学、三菱電機、広島県立林業技術センターは飛行ロボットＯＢＫ－ＳｋｙＥｙｅ３

を広島県芸北八幡湿原上空を自律飛行させ、湿原の植生観測を行った（Ｈ１７年９月１５、

１６日）。 
 
飛行ロボットＯＢＫ－ＳｋｙＥｙｅ３は NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）
からの委託により大田ビジネス創造協議会（ＮＰＯ）、東京大学、三菱電機、中央大学が開

発し、この６月には愛地球博の「プロトタイプロボット展」に展示された。その実用化の

検討のために、今回、広島県立林業技術センターと共同で、広島県山県郡芸北町の八幡湿

原の植生観測を実施した。 
 
八幡湿原は、かつて放牧事業のために整地が進められ、湿原が失われかけた。放牧事業が

軌道に乗らなかったこともあり、現在、国の自然再生推進法にもとづき、自然な湿地に戻

すための復元事業が推進されている。今回の飛行試験は、湿地の植物の分布や生育状況の

把握を飛行ロボットで行うために計画された。翼幅約１．５ｍ、機体重量約１．２ｋｇの

飛行ロボットには、同センターで開発された赤外線カラー写真撮影用のカメラが搭載され、

湿原上空１５０ｍを自動で飛行した。植物の葉緑素は赤外線を強く反射するため、植生の

観察には良く利用される。従来は、人工衛星や航空機を用いた計測がなされていたが、タ

イムリーに、また定期的に安価に分解能の高い画像を得ることが困難であったという。無

人で飛行できる飛行ロボットは、こうした分野で活躍することも期待できる。 
 
今回、２回の飛行で２８０枚の写真が撮影された。現時点では飛行ロボットは離着陸時に

はラジコンで操縦されるので、センターの研究者が単独でも利用できるように、より自動

化を進めて簡単に操作できるように改良を進めていく予定である。 
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撮影領域（広島県芸北八幡湿原上空） 
 

 
パソコンでの飛行ルートの設定 
 

 
離陸前の調整 
 
 
 

 

飛行ルート 
 

 

離陸した飛行ロボット 

 
自動で飛行する飛行ロボット 
 



  
 
 

 

撮影された湿原の写真と合成された赤外線カラー写真（フォールスカラー写真、提供：広

島県立林業技術センター、弓場憲生氏） 
注：赤外線写真はモノクロのため、通常のカラー写真と合成し、植物が赤で強調されるよ

うに作成した写真を赤外線カラー写真（フォールスカラー写真）と呼ぶ 
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